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昨年より約２週間早く桜が開花した仙台では，４月 11日の入

学式には，お花見のピークは過ぎていました。新入生のみなさん

にとっては，八本松公園の桜を見ることができなかったことは，

とても残念だったと思います。 

ずっと昔，仕事の関係で東北から東海地

方まで職場を異動した時のこと，東北では

桜のつぼみは硬く，関東に近づくにつれて

つぼみが「ほころび」はじめました。静岡

で丁度満開となり，名古屋に着いたときに

は，名古屋城の桜並木は「葉桜」となって

私を迎えてくれました。 

今年，３名の卒業生が東海・関東で社会

人としてスタートしましたが，新天地での

お花見は一年間待たなければなりません。 

「石の上にも三年」との諺がありますが，この解釈はさてお

き，春夏秋冬３回は繰り返さないと，その土地のほんとうの姿に

は気づかないような気がしています。と同時に，限りある時間は

貴重であるとつくづく感じました。 

新たなスタートを切った卒業生と，今年

の新入生，進級した皆さんにエールを送り

たいと思います。 

 

 

■ 今年も「情報モラル研修会」  
一人一台のタブレット端末配布の時代 

 

４月６日に，職員を対象とした「情報モラル研修会」を実施し

ました。 

今年度より教職員には「一人一台のタブレット端末」が配布さ

れたことにより，これまでと違った授業作りを考えている先生方

もおられると思います。一方で，この魔法のような道具を，日々

の学習にどのように活用することが効果的なのかと迷っておられ

る先生方もいるのではないでしょうか。私もその一人です。 

この一年間で機器の操作については大分浸透してきたと感じて

います。そこで，一歩進んで「授業づくりにどのように活用する

か」といった新たな課題が見えてきたような気がしています。 

本校には４学部ありますので，ICT活用の事例として各部に紹

介ができればと考えていますのでご協力をお願いします。 

４月１２・１３日に

も，中学部・高専部の生

徒向けに「情報モラル研

修会」を実施しました。 

確認となりますが，ICT

の導入で情報を外部に発

信する機会が増えてきますので，これまで以上に「著作権」や

「人為的ミス」には注意が必要です。合わせて，「情報資産」

は，デジタルデータだけではなく，ハードウェア，紙媒体も対象

となることへの認識も大切です。 

■ iPad豆知識 

●「タブレット」と「プロジェクター」とのミラーリング 

ミラーリングのアイコンは，タブレット右上から斜め左下

にスクロールすると現れます。 

ミラーリングアイコンをタップする

と，「画面ミラーリング」の選定となり

ますので使用教室を選定し，プロジェク

ターに表示された番号を「AirPlayパス

コード」に入力して完了です。  

授業終了後は，必ず「ミラーリング停

止」をタップしてください。 

 詳しくは，掲示板でお知らせした動画をご覧ください。 

 

●タブレット撮影フォーマット 
iPadで撮影された画像は特殊なフォーマットで保存されま

すので，そのままではWin10のPCでは開けません。iPad

の設定を「互換性優先」にすれば解決できます。 

詳しくは，「MSDJ通心No.３」をご覧ください。 

 

https://miyaro-s.myswan.ed.jp/jyohokyoiku 
 

 
 

入学生を迎えるよう

に，庭のチュ-リップも

満開となっていまし

た。各教室もごらんの

とおりです。 

始業式の 10日には授業が始まり

ました。 

廊下では「タブレット」を構え

た 5年生の二人が息をこらしてジ

ッと動かずに空を撮影していました。話によると，雲の動きを

記録していたようです。 

私の目には気づかないことも，二人にとっては「雲が動いて

いる」とのことでした。 

気象現象の確認だけであるならば，ネット上にアップされて

いる動画で事足りるかもしれませんが，一手間加え，子どもた

ちが実際に自分で撮影し確認することは，同じタブレット画面

からの映像であっても感動が全く違うものであると思います。 

その後の授業はどのように展開したのでしょうか。とても楽

しみです。 
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1980 年代、かれこれ 40 年前のできごとになりますが、日本製

の PCが世界的に幅をきかせていた時代であったと思います。 

NEC の PC-98シリーズはパーソナルコンピ

ュータの代表格として職場にも導入されてい

ました。ただし、ワープロ専用機と比較して

日本語変換能力はまだまだ低く、なにしろワ

ープロソフト「一太郎 3.0」は、オペレーティ

ングシステムであるMS-DOSがフロッピー１枚に集約されてお

り、それを差し込んで起動させてからでないと使えない原始的な

ものでしたので画期的ではありましたが、それほど期待されたも

のではありませんでした。また、表計算ソフト Excel は無く、私

は専らMicrosoft Multiplan（マイクロソフト マルチプラン）を

使っていました。関数はそれほど備わっていませんでしたが、

PC の能力は驚きでした。 

給料１０数万そこそこの時代、PC１台４０

万円、ラインプリンター１０万円で、ハード

ディスクの出始めは４０Mバイト８万円と、

今考えるととてつもなく高価でしたが、流石

バブル全盛期、購入に当たってはさほど深く

考えていませんでした。（後にバブル崩壊） 

（現在では 64000MバイトUSB は 3000円程度の価格） 

90 年代に入り、DOS/V（ドスブイ）機が主

流になってからは、現在のWindows の原型で

あるWin3.♯、Win95へと移行します。当然学

校現場にも導入され始めました。風の便りに知

るところでは、このことでかなりの年配（？）

の先生方が悩まれてしまったとのこと。今回の iPad の導入も、

あのときの戸惑いの再来かと思ってしまいます。 

くれぐれも一人で悩まず、情報教育部にご相談ください。一緒

に解決して行きましょう。 

 

■ ICT支援員配置事業の活用 

令和 5 年度の県の事業として、ＩＣＴ機器及びGoogle 

Workspace の操作・活用研修や、教職員の授業等におけるサポー

トが企画されています。本校においても 12月から 3 ヶ月間計 16

回のサポートを受けることができます。 

その中には、オンラインによる動画配信や研修会・集会等の支

援などもふくまれますが、昨年、一昨年と先生方が取り組んでこ

られ、既にクリアされている部分もあります。 

今回の事業を有効活用するために、昨年度末実施したアンケー

トを参考にしながら秋口までに活用内容をとりまとめていきたい

と考えています。 

iPad の基本操作など何でも結構です。テレビのリモコンの操作

を覚える感覚で、気軽に ICT機器に触れてみてください。 

また、「このような便利な機能を発見しました」といった情報

があれば、学校の皆さんに何らかの形でお知らせしたいと思いま

すのでよろしくお願い致します。 

 

 

 

GIGA スクール構想により、タブレット端末機１人１台が整備

されました。 

今回の目玉は、インターネット環境が整い、これらの端末は

「クラウド」と繋がっており、利用者個々のデータが集約され、

そのデータを必要に応じて引き出し、教員と生徒が共有できる環

境が整ったと言うことになります。 

下記のグラフは、本校における「教

員のＩＣＴ活用指導力等の実態アンケ

ート」の集計結果です。 

教材研究・指導の準備・評価・校務

などに ICTを活用する事柄に関して

は、「できる」「ややできる」のポイン

トは高く、一方、『協働』『意見交換』

といったキーワードが入った ICTを

活用した指導に関する問には、ポイン

トが低くなっています。 

何やら難しい話に思えますが、まずは、すぐにでもできるとこ

ろからやってみるのはいかがでしょうか。調べ学習、動画撮影、

簡単なプレゼン等々、私も生徒と一緒に楽しみたいと思います。 

情報をお待ちしています。 

 

 

■ 小学部 運動会 5／26 
夏日による熱中症が心配された小学部運

動会でしたが、爽やかな風が吹く運動会日

和となりました。 

小学校の運動会ではお馴染みな「ジンギ

スカン」の力強い音楽が職員室に届き、終

盤に差し掛かったことに気づいて急いで iPad を取りに戻りまし

たが、間に合いませんでした。 

■ 中学部生徒総会 5／24 
多くの質問が各学年から寄せられ、活発

な生徒総会となりました。生徒会役員の皆

さん、会員の皆さんご苦労様でした。 

 

 

iPad の機能について校内研修を行いました。  

AirDrop／画像の傾き修正／ 
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中学部の前期中間考査が三週間後に迫った６月上旬、１年生に

とっては初めてとなる考査に向け学習計画を立てました。帰宅後

の時間の使い方は学習を中心としたようで、不得意な科目を思い

浮かべながら配分を考えていました。 

さてここに、ある割合を示すグラフがあったとします。最近の

Excel のグラフ機能は３D にも対応し、どれを選んでプレゼンに

使用したら良いか迷ってしまいます。 

灰色の部分は全体の何％

を占めているでしょうか？ 

・・・実は 15％にも満

たない数値となります。半

分とまでは行かないまで

も、30％くらいかも・・・と、感じられなくもない表現です。 

普段、私たちが何気なく見ているグラフも、それを提供する側

としては、相手に誤解を招く可能性があることを意識しておかな

ければなりません。 

最近さまざまなところで「エビデンス」ということばを耳にし

ますが、情報を公開する上で非常に重要な要素であることは言う

までもありません。 

そのためにも「批判的思考」が重要だと言われ、自己に向けた

この思考で、責任ある行動と正しい発信に心がけたいものです。 

また、このようなトレーニングを積むことで、情報化社会にお

ける情報の本質を見抜く力をも養ってほしいと思います。 

 

さて、まもなく定期考査が始まり

ますが、生徒とともに期待と不安が

入り交じった日々を送っています。。 

 

 

 

 

 中学部２年生による専門学科の見学

会が、本校高等部の「産業工芸科」に

おいて行われました。 

 実習の授業を訪れ、施設の見学と、

実際に実習で制作している作品を手に

しながら、先輩の

説明を熱心に聞き入っていました。 

 ご覧の写真は「背もたれのないイス」スツ

ールです。腰掛けるところのひもの網目の違

いによって、全く雰囲気が違ってくるところ

がとても素敵です。 

 その他、実習室には様ざまな作品が並べら

れていました。 

 現場一帯にはほのかな木の香りが漂

い、工房の雰囲気が満載の空間でした。 

 

 

■ AirDrop＋ミラーリング＋カメラ 

中学部１年生の道徳の時間に、AirDrop とミ

ラーリング機能を使って、まとめの段階で生徒

各自の意見を投影しながら発表してみました。 

授業のはじめにプリントを配布し、個々の考

えをまとめたものを生徒がカメラで撮影しま

す。このデータを、AirDrop を使って教員と共

有し、教員がミラーリングを使って投影する、という至ってシン

プルな手法です。もしかしたら、生徒が直接ミラーリングによっ

て発表することも可能かも知れません。 

本校のような少人数では、このような操作をしなくても済むか

も知れませんが、この手法はさまざまなところに応用が出来そう

な気がしました。KJ 法的作業が可能な専用のソフトウェアもある

と思いますが、ICT活用の初期の段階としては十分かと思いま

す。 

今回これに取り組んで驚かされたこ

とは、中学部１年生の段階でこの２つ

の機能を生徒自身が熟知していた事で

した。難しい機能ではないのでどこか

の段階で指導されているのであれば、

やはり学部間の連携が大切だと感じま

した。そこで、キャリアパスポートの

活用等も考えてみましたが、今はだれもができる時代であると言

えるかもしれません。なお、この２つの機能は、MSDJ 通心 

No.17・18 をご覧ください。 

今年度も、聴覚障害児早期支援研修会が本

校で開催されました。研修会は，本校職員に

よる「早期教育相談の概要」・「聴覚障害者に

ついて」の説明がありました。(6/12) 

 会場の机上には、早期支援を支える数々の書籍が並べられてあ

りましたので何枚か撮影させていただきました。 

 さて、このような被写体を斜め方向から撮影すると歪んだ画像

になってしまい資料として使うことができません。それを修正す

るのが今回紹介する「iPad の画像修正」です。 

 画像を選択し → 編集 → 修正画面に入ります。 

 

 

 

 

 

 以上、参考にしてみてください。 
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「情報活用能力」と「ICTを活用した学習活動」 
 

7 月 15 日、1983 年 7月 15日に発売されたスーパーマリオで
お馴染みのファミリーコンピュータ（通称ファミコン）が今年
で４０周年を迎えました。また、その数年前（1978年）は、ど
この喫茶店にも置かれていた「インベーダーゲーム」が登場し
ています。私としては、100 円を投入しゲームが始まるこちらの
方が馴染み深いのですが、これを懐かしんで
いる方は還暦を迎えたごく限られた世代であ
ると思いますが、いかがでしょうか。と言う
のも、IC（集積回路）の技術の進歩はすさま
じく、インベーダーゲームはすぐに化石と化
してしまい、短命でした。 

 
今後の世界は「Society 5.0 社会」を迎えるとされています。

これに対して、かの言うファミコンやインベーダーゲームは、
「Society 4.0 情報社会」の産物と言え、当時のゲーム機と現在
とでは、全く次元の違う代物だと言うことからも分かり、今後
はさらに発展していくことでしょう。ちなみに Society 2.0 は農
耕社会で、Society 3.0 は工業社会を指しています。 

 
 今回の新学習指導要領改定の背景には、
この Society 5.0 社会の到来を見据えている
ことを見逃すことはできません。特に、情
報活用能力の育成は目玉と言えるのではな
いでしょうか。なにしろ子どもたちの未来
は、ビックデータやAI が社会に影響を及ぼ
す新たな社会と言われているからです。 

 

■「情報活用能力」 
「情報活用能力」を文科省は次の３点で説明しています。 

「A 情報活用の実践力」・「B 情報の科学的理解」・「C 情

報社会に参画する態度」。インターネットで情報を収集し文書処

理等ができて、プログラミングをとおしてコンピュータの仕組

みを理解し、これらを活用する上で情報モラルをそなえている

こと。 

 

■「ICT を活用した学習活動」 
 ICT を活用した学習とはどんな場面を想定しているか、次

の「A 一斉学習」・「B 個別学習」・「C 協働学習」の３つに

分類されています。特に「C 協働学習」については前々回の

MSDJ 通心(No.18)でもお話ししたとおり、苦手意識を持った先

生方が多いようです。  

 

■ 本校の ICT 資産 
GIGA スクール構想によって整備された本校の ICT 資産は表

のとおりですが、特に令和 5年度から導入された 2 つのクラウ

ドサービスは、これまでの学習形態に変化をもたらし、より発

展的な学習活動の可能性を広げるものでしょう。 

＜本校の ICT資産＞ 
 
［令和 4年度まで］ 

①全教室プロジェクター設置 

②生徒用端末のインターネット接続・校内サーバー構築 

③担任・生徒への iPad配置 

④iPadによるインターネット接続 

⑤アップル TVによるミラーリング機能 

⑥遠隔授業の環境整備 

  

［令和 5年度］ 

①教員１人 1台 iPad配置 

②外部サービス（クラウドサービス）の構築 

 ・Microsoft Office365 （＠iz.myswan.ed.jp） 

・Google Workspace （＠gs.myswan.ed.jp） 

 校務系 PCと生徒系 iPadの間で、データの相互乗り

入れが可能となった。 

  

また、これまで県内外の学校とのインターネットを

利用した交流会等で得た「人的ネットワーク」も、ITC

資産として加えることができる。 

 

このような情報活用能力と学習活動は、下記のような関係性

になると思います。 

次回は、「本校の ICT 資産」と「ICT を活用した学習活動」と

の関連についてもう少し具体的に考えてみたいと思います。 

 

 7/21（金）は、夏休み前最後の授業でし

た。中学部会では、スマフォの利用を含め、

夏休みのすごし方のお話がありました。 

 8/24（木）には元気に再会しましょう。 

 

参考資料：（文科省GIGAスクール実現の全体概要参照）   

（内閣府HP 参照）   
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記録的な暑さだった 

真夏日連続６０日の仙台 

  でも、ちょっぴり懐かしい・・・。 
朝夕はめっきり涼しくなり、ビルで遮られた太陽の光は長い

影を落としています。登校途中の「あすと長町一丁目」交差点
にあるマンションに隠れた太陽に気づき、確実に秋を迎えたこ
とを感じました。 
９月２９日に、中学部の一年生

の天文台学習が行われ、当日が中
秋の名月でもあったことからも、
プラネタリュームをはじめとして
大変楽しく有意義な学習会となり
ました。久々のプラネタリューム
の映像体験は、まるで空中を浮遊しているような感覚でした。
皆さんにもお勧めします！！ 
夏季休業に入るとともに梅雨明けとなった仙台でしたが、そ

の後は過去に例のない連日の真夏日で、夏休み明けの授業はエ
アコン無しではとても続けられませんでした。いつもの年です
と「もう少し夏を楽しんでいたい・・・」などと悠長なことを
いっていましたが、今年は流石に限界を超えました。・・・け
れど、日が暮れるのがこんなにも早くなると、やっぱりあの暑
さがちょっぴり懐かしいナーとの思いもありますが皆さんはい
かがでしょうか。 

 
 

■「ロイロノートを使った学習活動」 
   図や文字を用いて対話をするように表現する 

 
８月２３日に中学部の教科研究会に出席してきました。 
授業の中で「探究活動」をどのように取り入れていくか等の

説明がありました。講義の演習は「ロイロノート」を使って行
われました。ひとグループ数名の意見は１つの画面にそれぞれ
書き込みが可能で、他のグループの作業も閲覧できるようにな
っていました。昨年度、小学部の居住地校との学習のなかで、
仙台市はこのソフトを使った学習が行われていたと先生から聞
いた記憶がよみがえりましたが、残念ながら本校にはこのよう
な機能を備えた環境にありません。 
今年度の中学部の「研究―テーマ」が、『言語力・学力を高

める個別の最適化を目指して』となっていますが、授業の一例
として「中学部 理科」に置き換えて考えたみました。 

 
この画像は、気象に関するもので、天

気の記号を「ホワイトボード」を使って
発表しているところです。もしこれを先
に紹介した「ロイロノート」を使って授
業を行ったとすると、生徒がまとめた考
えを、その場で『図や文字を用いて』対

話をするように授業が進められるのではないかと思いました。 
 

■夏の風景 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
１０月４日の校内教科外研究で、大変興味深い発表がありま

したので、発表した安達先生のご協力に
より、紹介していただきました。 
 「自分の気持ちを文章表現する」とい
う難しいテーマに、児童が進んで授業に
取り組んでいる様子がうかがえました。 
 
 
 自立活動の学習として、iPadのアプリ「iMovie」を使った実践
を行いました。 
「iMovie」では、様々な動画の編集ができます。その編集機能

の一つに、「予告編」というテンプレートがあり、映画の予告のよう
なショートムービーを作成することができます。今回はその、予告
編の機能を使った実践をご紹介します。 
 
＜目的＞ 
・自分の気持ちや考えを整理し、様々な文章表現を使って文を書
く。 

＜学習の流れ＞ 
１．宮ろう祭の劇について知る。 
  台本をもらい、まずは全体の内容を把握する。 
２．アピールポイントを考える。 
   劇の練習をしていく中で感じた、劇の良いところ、周囲に伝

えたいことなどを考え、思いついたことを自由に書く。 
３．予告編に入れたい文を考える。 
   自由に書いたPRポイントを基に、自分が伝えたいことを    

短い文にまとめる。 

４．iMovieを使い、予告編を作る。 

   自分が考えた文を基に、予告編を使って編集を行う。豊かな

文章表現を目指し、教師が必要に応じて文章表現の指導を

行いながら作成をする。 

 

本実践を通して、児童の実態に応じた教材を選定すること、興

味のある題材（宮ろう祭）を用いること、また、ICTを生かした授

業づくりなどを行うことで、児童が進んでことばの学習に取り組

むことができると感じました。 

本実践では行事の紹介でしたが、今後は、社会で学習した施設

の紹介、総合的な学習の時間に調べた内容を紹介するときなど

にこの予告編を活用できるのではないかと考えています。（安達） 

 
 
 
 
 
 今回の教科外研究会の研究主題は「学部間の＜わたり＞に着
目した指導のあり方」となっています。このようなプレゼンを
テーマとし教材で、発達段階に応じた一貫した学びが行われた
とすれば、効果的なコミュニケーションの実現に向かうのでは
ないかと考えます。 
今回の研修では、「言語発達段階早見表」も提示していただ

き、今後の指導の参考にしたいと思いました。 
 ご協力ありがとうございました。 
 

iPadのアプリ「iMovie」の使用法については「MSDJ通心
No.10・No.11」をご覧ください。 
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■教科外研究（・・・言語指導・・・） の紹介！！ 
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冬の到来間近！！ 

V字飛行する渡り鳥 その理由は？ 
 
11月に入ったある夜、暗闇の上空から｢クォ～クォ～」と冷

たい空気を切り裂くような澄み切った鳴き声が聞こえてきまし
た。その時はその鳴き声の主を見ることはできませんでしたが、
遠くシベリアから渡ってきた白鳥だったのでしょう。その飛行
距離は 4000kmにも及び、2週間ほどで日本に到達すると言わ
れています。 

11月 28日朝、数十
羽の白鳥が、あの鳴き
声と共に 1つのV字に
なって私の頭上を飛ん
でいきました。しばら
く見ていると、きれい
なV字は一端崩れ、編
隊の中程から先頭を目
指す者が現れ、再びきれいなそれは見事なV字編隊を組んで南
を目指して行きました。 

V 字編隊を繰り返す理由としては、
過酷で危険な渡りを、確実に成し遂
げるためだと思われます。 

V字編隊での飛行は、後方の鳥に
とって風の抵抗が軽減されると言わ
れています。先頭を飛ぶ「者」は、
風という大きな抵抗をまともに受け、

体力を消耗してしまいます。そのために彼らは、何度も先頭を
入れ替えながら、全体を引っ張っているのでしょう。「次に前
に行くのは誰だ！！」と、しばらく見上げていました。 
余談になりますが、自転車のロードレースでは、トップ集団

を追う第二集団の選手達は、暗黙の内に先頭を入れ替わりなが
らトップ集団を猛追するのもそのような理由からです。 
自然の営みからは学ぶことが多いですね。 
 
 

■「12月より ICT支援員の配置」 
 
12月 6日（水）から 3ヶ月間、週 2日程度で 16回、ICT支

援員の方が本校を訪れ、先生方のサポートをしていただきます。 
ある程度知っていることでも、あらためてご相談しても良い

のではないでしょうか。そのようなところで出た話やあらたな
知識が後日役立つ事は多いかと思います。 

支援員の方も、先生方と一緒になっ
て学校の仕事に関われることを楽しみ
にしておられると思います。まずはご
遠慮なされずに、声を掛けていただけ
ればと思います。 
なお、事業の一部に、ＩＣＴを活用

した授業実践の収録というものがあり
ますので、授業・生徒に配慮しながら撮影することもあります
のでご協力をお願いします。 

 

 
 
 
 
 
 
 

■「生成AI （ChatGPT）」 
  

「生成AI」という言葉を最近になってよく耳にします。 
「生成」を辞書で調べると『物が新たに生じること』とあり、
これによって「生成AI」は、文章・画像・音声など新たなコ
ンテンツを生成するしくみと言われています。 生成AIは、答
えのないものを大量のデータから類推して結果を返します。 
 
それでは具体的に何ができるのでしょうか？  
①質問への回答 
②会話的な応答 
③文法・スペルチェック・文章の修正・要約 
④翻訳 
⑤プログラミングコードの生成 
⑥データ整形 など 

 
できないこともあるのでしょうか？ 
①毎回完全に正確な回答、正確な計算 
②最新の情報に基づく分析・回答 ※ 
③組織内部・身近な地域情報に基づく回答 
 

実際に、ChatGPTを使って、『電気自動車の車内で使いたく
なる新商品のアイデアを 10個出して』という、問いかけをし
たところ、ものの見事に文章化されて回答されました。 
大変便利なものですが、注意も必要です。正確性、信憑性、表

現の適切性などはしっかりチェックする必要があります。なおこ
の点については、「文科省の暫定ガイドライン」や「宮城県教
育庁生成AI活用５原則」に定められていますのでご確認くだ
さい。 
本校でも、生成AI（ChatGPT）の導入に向けて取り組んで

いますが、その利用に当たっては利用者側の情報モラルが求め
られるとともにガイドラインに則ったルールと手続きを必要と
しますので、情報教育部までおたずねください。 

［宮城県教育庁 教育企画室資料参照］ 
 

■「ロイロノートを使った学習活動」 その２ 
 現在ロイロノートの導入に向けて取り組んでいます。 
導入として、次の 2つの動画をおすすめします。 

 QRコードより入ってください。 
 

 
 
 
 
  

  
 このシステムの導入によってこれまでにも増して生徒ひとり
ひとりの意見を可視化することでき、協働学習が活発におこな
われることが期待できます。今後は先生方の授業事例を持ち寄
って、育てていきたいと考えていますので情報教育部へお声が
けください。 
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行事紹介１ 
 11 月 24 日（金）中学部では、「富士通未
来の語り場プロジェクト」が行われ、聴覚に
障害がある方からのお話がありました。ま
た、10 年後の自分について、そこで何をし
たいのかといった、将来の自分と向き合いな
がら、未来を語り合いました。 
 
 
 

行事紹介２ 
 11月25日（土）、ひよこ土曜集団活動が行
われました。最初に手話クイズを行い、その後
で本校を卒業した生徒や保護者の方のお話があ
りました。 
 大学生活を送る卒業生のお話に、ひよこの保
護者は、熱心に耳を傾けておられました。 
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「MSDJ通心」の１２ヶ月！！ 

 
12月 18日の朝、学校周辺の住宅の北側の屋根にうっすらと雪

を見ることができました。仙台の北部から通学する生徒さんの
話によると、５センチメートルくらいあったといいますから、
今シーズン初めてのまとまった雪だったと思います。 
公園周辺をねぐらとしているノラ

猫「チャコ」と「マコ」は相変わら
ず元気だとの情報をいただきまし
た。 
今年も残りわずかとなりました

が、その前に各学部のクリスマスの
催しでは、楽しいひとときを過ごし
ていました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
本校では寄宿舎の利用が小学部から可能ですが、遠方から通

学している生徒さんもいます。 
今回の悪天候の影響でやむを得ず自宅学習を選んだ生徒さん

もいました。そこで、今回オンラインによる学習支援を学部で
実施しました。 

Google Classroomで学校から授業を発信
するとともに、生徒さんも家庭で iPadを使
って授業に参加することができました。 

 

■ ２月 寄贈図書教材の紹介 
令和 4年度 公益財団法人 日本教育公務員弘済会宮城支部

から図書・教材を寄贈していただきまし
た。今回は図書に加えて学習教材も含まれ
ています。一例をあげますと、「ことばカー
ド」「micro:bit v2.2 セット」「理科実験・観
察器具使い方ガイド」「大科学実験 DVD
－BOX」等々です。 

 

■ 3月 小学部 学びの発表会 
３月１０日（金）、小学部で『学びの発表会（防災学習）』が

行われました。 
学年ごとにテーマを決め、調べ

て分かったことを、それぞれ模造
紙やプレゼンテーションにまとめ
て一人一人発表しました。 

 

■ 各学部の情報教育から感じること 
 コンピュータリテラシー系統と指導計画!！ 

令和 4年度の「小学部 情報教育 全体計画」にはコンピュ
ータリテラシーの系統及び指導計画が定められ、先に紹介した
「小学部学びの学習会」では
「防災学習」については“ICT
活用を手段”として、一年間の
取り組みが発表されました。 

 

 

■ 4月 今年も「情報モラル研修会」  

一人一台のタブレット端末配布の時代 
ICTの導入で情報を外部に発信する機会が増えてきますの

で、これまで以上に「著作権」や「人為的ミス」には注意が必
要です。合わせて、「情報
資産」は、デジタルデー
タだけではなく、ハード
ウェア、紙媒体も対象と
なることへの認識も大切
です。 

 

 

『協働』や『意見交換』等の ICTの活用は、ポイントが低く
なっています。 
何やら難しい話に思えますが、まずは、すぐにでもできると

ころからやってみるのはいかがでし
ょうか。調べ学習、動画撮影、簡単
なプレゼン等々、生徒と一緒に楽し
みたいと思います。 

 

■ ６月 情報公開  

エビデンスと批判的思考の向かう先は！！ 
灰色の部分は全体の何％を占めているでしょうか？ 

・・・実は 15％にも満たないです。 
普段、私たちが何気なく見ている

グラフも、それを提供する側として
は、相手に誤解を招く可能性がある
ことを意識しておかなければなりま
せん。責任ある行動と正しい発信に心がけたいものです。 

 

■ Society 5.0 社会の到来 

あの頃は（１９８３年） 

ジャンプするだけのマリオで十分だった!!  
今回の新学習指導要領改定の背景には、こ

の Society 5.0 社会の到来を見据えていること
を見逃すことはできません。特に、情報活用
能力の育成は目玉と言えるのではないでしょ
うか。なにしろ子どもたちの未来は、ビック
データやAIが社会に影響を及ぼす新たな社
会と言われているからです。 

 

■１０月 教科外研究（言語指導） の紹介！！ 
１０月４日の校内教科外研究で、大変興味

深い発表がありました。「自分の気持ちを文
章表現する」という難しいテーマに、児童が
進んで授業に取り組んでいる様子がうかがえ
ました。 
今回の教科外研究会の研究主題は「学部間の＜わたり＞に着

目した指導のあり方」となっています。このようなプレゼンを
テーマとした教材で、発達段階に応じた一貫した学びが行われ
たとすれば、効果的なコミュニケーションの実現に向かうので
はないかと考えます。 

 

■１１・１２月 ロイロノート導入・ICT支援員の配置 

来年もよろしくお願いします！！ 
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本格的な冬の到来 

  能登半島地震で始まった令和 6年 
   

令和 6年 1月 1日、能登半島を襲った「能登半島地震」の緊

急地震警報とニュースで一年が始まりました。 

住宅の倒壊や海岸線の隆起、景勝地である見附島（軍艦島）

の崩落を伝えるニュース映像に衝撃を受けました。数年前に能

登半島を訪れ、漁村が点在する美しい海岸線を走りました。お

世話になった海の家はどうだったのでし

ょうか。被災され亡くなられた方々には

心からご冥福をお祈りいたします。 
 

今年は暖冬と言われ雪の無い日が続い

ていましたが、1月 24日には寒波に見舞

われ、夕方から激しく雪が舞いました。

25日は、朝から交通機関にも影響があ

り、一部 JRの遅れもありました。 
 

通勤途中に、丸々と太った「ハクセ

キレイ」が、逃げもせずに足元を横切

っていきました。 

 
 

■ 1月 全校 朝の集い （１／２９） 

各種表彰・児生会テーマ発表 

大谷選手からの寄贈グローブ披露 
今年度後期に行われたコンテスト、各種大会、検定試験等の

表彰がありました。小学部から高等部まで、りっぱな賞状や
盾、メダルを頂きました。 

 
全国的なニュースでも話題になった

アメリカンリーグの「大谷選手からの
寄贈グローブ」の紹介がありました。
本校にも右利き用が 2つ、左利き用が
1つ寄贈され、早速校長によるキャッ
チボールの「実演」を交えながらグロ
ーブの披露がありました。 
 いくつかのバリエーションのキャッ
チボールの最後には、キャッチャーを
座らせてのピッチングがあり、鋭いス

トレートが決
まると会場からは響めきが起きまし
た。キャチャーの先生の捕球も、なか
なか素晴らしいものでした。 
休み時間にも自由に使えるとの事な

ので、たくさん使いましょう。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ICT支援員による研修会 （１／２２ ・ １／２６） 

Google Classroom ・ formｓ 
令和６年度県の事業である「ICT支援

員配置事業」の一環で、ＩＣＴ機器及び 
Google Workspace の操作・活用研修が、
１月２２日（classroom）、１月２９日
（forms）の日程で行われました。 

Google formsでは、各種設定について詳しく説明がありまし
た。特に、セキュリティーの上で大切な項目については、必要
に応じて設定を「無効」とすることの重要性についての説明が
ありました。 
研修会の資料は「共

用：情報教育部」に掲載
したのでご活用くださ
い。 

 

■ 研修報告会 （１／２９） 
  校内行事の 1つとして、研修報告会が行われました。 

今年度は、「全国聾教育研究大会」と、「国立特別支援教育総
合研究所」での研修の報告がありました。 

 

全国聾教育研究会に出席・実践発表を行った伊藤先生からは

「重複学級における手話と言葉の学習」についての実践発表を

中心に報告がありました。生徒の特性を応じ

た工夫として、手作りのイラスト入りの教材

をつくり、これによって、手話「バナナ」＝指

文字「バナナ」のように、平仮名の集まりは、もの

の名前!！ ものは、手話で表現できるんだ!！ 

との気づきをきっかけにして、どんどん手話

を習得していった様子が紹介されました。 

また研修報告では、奈良県立ろう学校の工

夫をこらした校舎の様子も紹介されました。 

 

国立特別支援教育総合研究所で「聴覚障害教育専修プログラ

ム」を受講された安達先生からの報告の一部に、「ICT活用と情

報モラル」に関する「Chat GPT」の学習実践事例と、グループ

研究についての紹介がありました。 

ある小学生の読書感想文にChatGPTが使われていたことに端

を発し、教育現場での「生成AI自体を学ぶ」授業事例や、教員側

としては、授業準備・授業改善のためのツールとしての活用につ

いての説明がありました。生成AIが近年出現し、法的な整備が

整っていない現在では、特に学校現場においては「学習の視

点」について問われていると思います。

また同時に具体的な活用方法という課題

もあげられていると思います。 

グループ研究の成果として「言語発達

段階早見表」と「言語指導内容表」の紹

介がありました。この早見表の活用の視

点としては、教員間の共通理解が図られるのではないかとのお

話がありました。 

 

お二方の先生、ありがとうございました。 

 

（令和６年１月２９日付けで、生成ＡＩの教育利用に係る手続き

について改訂があり、「授業等の教育活動における児童生徒の生成

ＡＩ利用」が条件付きで可能となる） 
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“やけど”する魚・・・のお話し！！ 
 

 「オイカワ」とは、細身の形をしたコイ科の淡水魚です。 

 むかしむかし、手作りの釣り竿で、ミミズを餌にしてフナ釣

りを楽しんでいると、近所の悪い兄さんが「オイカワ」を釣っ

ては自慢していました。いかにも泳ぎ

が早そうで、とてもきれいな魚なので

すが、警戒心が強く、フナやドジョウ

のようにはうまく釣れません。 

そんなとき兄さんが釣ったバケツの

中の憧れの「オイカワ」を眺めて、恐る恐る触っていると突然

怒鳴られました。 

さっきまであんなに元気だったのに急に弱ってしまいまし

た。私たちにとって何のことはない体温でも、魚にとっては

「火傷」をしてしまうほどの温度なのでしょう。 

 立春を迎え、本格

的な春が待ち遠しい

のですが、10数℃を

超える寒暖の差が繰

り返されると身体に堪えます。体調を崩してしまった人もいた

のではないでしょうか。十分に気を付けたいものです。 

 

 

 

■ 小中学校かきぞめ展覧会 
  

冬休みの課題でもあった、毛筆・硬

筆による「宮城県・仙台市小中学校書

き初め展覧会」が青葉区のアエルであ

りました。 

この展覧会は、宮城県において７０

年以上の歴史があるといわれています。 

本校からも入選を果たした作品がありました。 

 

■ 3年生を送る会（高専部） （2/22） 
 

 まもなく 3月。卒業の季節がや

ってきました。高専部では、社会

人として新しい世界への旅立ちを

祝い、お別れ会が行われました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 共同編集 その１ 
 
 このMSDJ通心でも何度か取り上げましたが、「協働的学習」
については、ロイロノートをツールとして実践できるのではな
いかと思われますが、もう少し身近なツールとして、Google 
Workspace の「Googleスプレッドシート」の活用について紹介
します。 
教師が作成したシートを、教師と複数の生徒との間で共有し

なから「共同編集」できる機能です。 
 基本的な取扱いを、ICT支援員の方に紹介していただきまし
た。ぜひ参考にしてください。説明は iPad版です。 
  

■Googleスプレッドシート 
Excelと互換性があり、リアルタイム共同編集が可能な、

Googleスプレッドシートをご紹介します。 

【特徴】 

・完全無料 

・Excelとの互換性あり 

・いつでもアクセスが可能 

・自動保存 

・リアルタイム共同編集可能 

・PC版はインストール必要無し 

・QRコードの作成が簡単 

【共有方法】 

①共有したいスプレッドシートを開く 

②右上の「…」をタップ 

③「共有とエクスポート」をタップ 

④ 「リンクをコピー」をタップ 

⑤「リンクをクリップボードにコピーしました。」の表示 

⑥共有したい相手にリンクを送信する 

⑦上手く共有できていれば、共同作業者の作業中のセルが以

下の画像のように表示されます。 

 

※注意 

送られたリンクからシートを開いても、編集権限がない

と編集をすることができません。 

編集権限は、シートの作成者の画面から右上の「…」→

「共有とエクスポート」→「アクセス管理」から権限を与

えることができます。 

 

Wordに互換性のあるGoogleドキュメント、

PowerPointに互換性のあるGoogleスライドでも、以上

と同様の手順で共同作業を行うことができますので、ぜひ

活用してみてはいかがでしょうか。 

［ＩＣＴ支援員］ 
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 つい 30年ほど前、バブル全盛の時代であってもパソコンの記

憶媒体（メディア）は１MBの３.５インチフロッピーディスク

が主流でした。今ではその１００万倍の１TB（テラバイト）が

ごく普通の家庭のPCでも使われています。文字情報だけで伝達

する時代はとっくに過ぎ、動画での記録は当たり前で、あらゆ

るものの伝達が可能となったように思われます。 

 

伝言ゲームとは、「グループ内で人から

人へ言葉（メッセージ）を順に伝え、正確

に伝わらない様を楽しむ遊び」（出典: フリ

ー百科事典『ウィキペディア

（Wikipedia）』）です。 

 「１クラス４０人が 1列に並んで、短い言葉で繋いだら、最

後の人には、はたしてどこまで伝わるだろうか」と試したこと

があります。結果は、伝達内容の精選と、取り組みへのモチベ

ーションをいかに高く保つかによって違ってきました。「全校集

会後、より解答に近いクラスから教室へ先に戻る」といったチ

ョットした遊び心などによって好結果を生みました。 

 

 3月 6日に小学部では「学

びの発表会」が行われ、令和 3

年度から「防災」をテーマと

して 3年目になりました。

３・4年生による紙面発表の資

料が廊下に貼り出されていま

したが、「学校の中の防災設

備」や「災害廃棄物につい

て」では、各自がテーマを見

つけて写真付きでわかりやす

くまとめられていました。 

 

 ちょうど２年前にも、この

「MSDJ通心（No.0）」の初号

で紹介しましたが、当時の 6

年生が来年度は中学 3年生になることを考えるととても歴史を

感じ、今後も是非継続されることを願っています。 

 

 東日本大震災から 13年が経過した今年は、震災を知らない子

どもたちが本校でも半数以上となり、ますます学校の役割が重

要視されることでしょう。 

 膨大な震災資料を IT機器のリプレースという厄介な運命に向

き合いながら伝承することは本当に可能なのだろうか。である

ならば「親から子へ」「子から孫へ」と、一世代間 25年として

40回の「伝言ゲーム」をもってすれば、

こちらの方が「千年先の未来」まで確実に

伝承できるような気がしてきました。 

 

■ 教育の情報化の実態等に関する調査           
ひとり 1台のタブレット端末配布 1年目 

この時期になると、毎年「教育の情報化の実態等に関する調

査」が実施されます。その中の「教員の ICT活用指導力等の実

態」に関する調査にご協力ありがとうございました。 

 結論から言いますと、昨年とほぼ同様な結果となったと考え

ます。項目Aの「教材研究・指導の準備・評価・校務などに

ICTを活用する能力」に関しては９０％の先生方が「できる・

だいたいできる」を示しています。一方、B項目の「授業にＩＣ

Ｔを活用して指導する能力」の、特に「協働してレポート・資

料・作品などを制作・・・」の設問は、６０％台とポインタが

下がりました。しかし、あまり悲観的になる必要は無いと考え

ています。と言うのも、本校のような少人数の学習環境の中で

は設問のような学習形形態は難しいと考えるからです。言うな

れば、先生方にとっても経験値が低いからであると考えます。

ただ、ICT機器が身近なものとなった現在では、教科を超えた

横断的な学習・活動の場で活用しながら、経験値を高めていけ

ば良いのではないかと考えています。 

 情報教育部の係としては、ひとり 1台のタブレット端末配布

によって、操作の問い合わせや、各教室で児童生徒がタブレッ

トを活用しながら授業に取り組む姿

が、明らかに増えたと感じていま

す。来年度もその勢いで行きたいも

のです。 

 「指導力等の実態」の集計につい

ては、別紙でお知らせします。 

  

 

■ 全体研究会 各学部発表 ３／８ 
ICTを活用した授業について各学部から発表がありました。 

 幼児が自分の思いを表出し、イメージを共有しながら気持ち

が通じる喜び、伝え合う楽しさを知った。ＩＣＴを活用した授

業改善への取り組み状況の自己評

価によって、前述の“協働的な学

習”方法を課題として捉えた・・

等々。 

 研究初年度ですので、今後の取

り組みが楽しみです。 

 

 

■ 3月の校舎 
 

 

 

 

 

 

 

 

1年間 ご愛読ありがとうございました！！ 

宮城県立聴覚支援学校 情報教育部 
（MIYAGI School for Deaf ）＋（J） 

MSDJ通心 2024.３.22 

なんでも情報誌!！ 
文責：大槻浩義 

 


